
素反応数値計算によるバイオマス燃料の利用法検討
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石油代替となるバイオマス資源から生成される様々な組成のガス燃料のガスタービン、レシプロ
エンジンへの高度利用を目的に、化学反応速度論に基づく解析を利用した新たなものづくり手法の
展開を検討する。

燃料組成と小型燃焼器内燃焼振動

YAMASAKI et al, FUEL, Elsevier, 
submitted 2010
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HCCIでの着火燃焼過程
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Y = -0.12X + 0.77
R-squared = 0.63


